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GX〈グリーン・トランスフォーメーション〉がよくわかる本
脱炭素と経済を両立！　環境保全の国家戦略を知る！

関貴大・松村雄太

地方自治制度研究会 学陽書房

文部科学省

ぎょうせい

文部科学白書　令和４年度 日経印刷

環境・まちづくり

男女共同参画白書　令和５年版

木村政伸

秀和システム

ヤングケアラー支援者の役割と連携
自治体×福祉機関×教育機関×地域

結城康博・米村美奈・黒川雅子

地方自治小六法　令和６年版
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障害者白書　令和５年版

ヴァンソン藤井由実

教室の灯は希望の灯
自主夜間中学「福岡・よみかき教室」の二五年

フランスのウォーカブルシティ　歩きたくなる都市のデザイン
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穏やかな気候がうれしい「秋」になりました。

さて、毎年10月27日から11月９日にかけて「読書週間」が日本全国で開催されています。
期間中の１１月１日が「本の日」とされていることもあり、図書館や書店では
「読書週間」に伴った企画コーナーや、キャンペーンが設けられているのを
目にすることもあるでしょう。

読書といえば、幼少期、自宅から市民図書館が遠かったので、
月に数回、地元の小学校に移動図書館の大きな車が来てくれるのを
とても楽しみにしていました。

車内には棚いっぱいの本。秘密基地みたいな感じがしてワクワクしました。
逃げたピンク色の金魚を探しながら読み進める絵本、１４ひきのねずみの大家族の絵本、
「こまったわ」「わかったわ」が口癖の女の子が活躍する児童書や、伝記や歴史の本。
年齢を重ねても、懐かしいなぁと思い出せる本が多くあります。
これらの有名な絵本や児童書は、長く読み継がれており、
今なお親しまれているそうです。

食欲の秋、芸術の秋、スポーツの秋……「〇〇の秋」は数知れず。
夏バテが回復し、秋の味覚をたっぷり堪能したり、秋晴れの中で
外出が増えたり、はたまた、日暮れがとても早くなってくるので、
秋の夜長に、まったりと読書をするのもいいですね。

長い酷暑の夏を経て、寒さが身に染みる冬の訪れまでの貴重な季節。
皆さんそれぞれに、楽しく有意義な「〇〇の秋」を過ごしてください！


